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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】内視鏡画像及び外部画像の静止画の両方又はい
ずれか一方を簡単に記録する装置を提供する。
【解決手段】被検体を観察する内視鏡２０が接続可能な
内視鏡装置１は、内視鏡２０から得られる内視鏡画像及
び内視鏡２０とは異なる外部機器７０から入力される外
部画像をそれぞれ単独で又は合成して表示する複数の表
示モードでの表示を可能にする表示制御部と、内視鏡画
像に基づく記録用の第１の静止画及び外部画像に基づく
記録用の第２の静止画を生成可能な記録画像生成部と、
表示モードに対応して第１及び第２の静止画の少なくと
も一方を記録する第１の記録モードと、表示モードに無
関係に第２の静止画のみを記録する第２の記録モードと
を設定可能な制御部４１と、を具備する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体を観察する内視鏡が接続可能な内視鏡装置であって、
　前記内視鏡から得られる内視鏡画像及び前記内視鏡とは異なる外部機器から入力される
外部画像をそれぞれ単独で又は合成して表示する複数の表示モードでの表示を可能にする
表示制御部と、
　前記内視鏡画像に基づく記録用の第１の静止画及び前記外部画像に基づく記録用の第２
の静止画を生成可能な記録画像生成部と、
　前記表示モードに対応して前記第１及び第２の静止画の少なくとも一方を記録する第１
の記録モードと、前記表示モードに無関係に前記第２の静止画のみを記録する第２の記録
モードとを設定可能な制御部と、
を具備したことを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記第１の記録モードでの記録を指示するための第１の記録操作部と、
　前記第２の記録モードでの記録を指示するための第２の記録操作部と、
　を具備したことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記第１及び第２の記録操作部を備えた入力部
　を具備したことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記内視鏡は、前記第１及び第２の記録操作部を備える
　ことを特徴とする請求項２又は３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記制御部は、外部画像記録可否設定情報に基づいて前記第１の記録モードを実行する
と共に、
　ユーザ操作に基づいて前記第１の記録モードに優先させて前記第２の記録モードを実行
する
　ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記内視鏡が接続されていない場合でも、前記第２の記録モードを実行
する
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１つに記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記内視鏡が接続されているか否かを検知する接続検知部を具備し、
　前記制御部は、前記接続検知部によって前記内視鏡が接続されていないことが検知され
た場合には、ユーザ操作に基づいて前記第１の記録モードに優先させて前記第２の記録モ
ードを実行する
　ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡及び外部機器によって得られる画像を記録する内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡は医療用分野等において広く採用されている。内視鏡によって得られる医
療画像は、診断や症例の記録のために、種々のメディアに記録される。医療画像を記録す
る記録装置を備えた従来の内視鏡装置においては、記録後のデータを用途に応じて様々な
形式で出力可能である。例えば、医療画像は、ＵＳＢメモリ等の半導体記録装置に記録す
ることもでき、また、ネットワーク経由でサーバに転送して記録することでデータを共有
化することも可能である。
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【０００３】
　各種記録媒体に記録された医療画像は、各種外部機器において利用可能である。例えば
、ファイリング装置では、患者毎に内視鏡画像を記録して管理することができる。また、
内視鏡形状記憶装置では、内視鏡挿入部の臓器内での形状画像を記録して管理することも
できる。
【０００４】
　このような内視鏡装置においては、検査や診断等において、外部機器からの画像（以下
、外部画像という）を取り込んで、診断中の内視鏡画像と組み合わせて表示することも可
能である。例えば、内視鏡から得られる内視鏡画像と、外部機器から得られる過去の患者
の内視鏡画像とを同時に表示することも可能であり、検査や診断等において極めて有用な
情報を得ることができる。なお、現在の内視鏡画像と外部機器からの外部画像との合成画
像の表示形態としては、一方の画像を親画像とし他方の画像を子画像として親画面及び子
画面にそれぞれ表示するＰＩＰ（ピクチャーインピクチャー）方式と、両方の画像を並列
に表示するＰＯＰ（ピクチャーアウトピクチャー）方式とがある。
【０００５】
　更に、内視鏡装置においては、内視鏡から現在取得している内視鏡画像と外部機器から
取得する外部画像とを合成して得た合成画像を表示するだけでなく、合成される内視鏡画
像及び外部画像の静止画を別々のファイルとして記録することも可能である。更に、従来
の内視鏡装置においては、事前の設定により、外部画像の静止画の記録を有効にするか無
効にするかを決めることもできるようになっている。外部画像の記録を無効にした場合に
は、内視鏡画像と外部画像との合成画像の表示は可能であるが、外部画像の静止画は記録
されず、記録操作が行われると内視鏡画像の静止画のみが記録されることになる。このよ
うに、外部画像の記録の有効無効を設定可能であることから、既に外部機器において存在
する画像を再度記録する必要がない場合等、不要な外部画像の静止画が記録されてしまう
ことを防止することができ、利便性に優れている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００８－５４８９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところが、外部画像の記録の有効無効は、検査開始前に行う必要があり、検査途中にお
いて記録の有効無効を切り替えることはできない。また、例え検査途中において記録の有
効無効を切り替えることができたとしても、術者は医療行為に専念する必要があることか
ら、一旦医療行為が開始されると、途中で記録装置の煩雑な設定変更等を行うことは現実
的ではない。従って、一般的には、外部機器の記録を有効にしておき、記録後に不要な画
像を削除するという煩雑な作業が行われることが多い。
【０００８】
　また、従来の内視鏡装置では、内視鏡が接続されていない場合等、内視鏡画像が取り込
まれない場合には、記録そのものが行われない。したがって、例え外部画像の記録が有効
に設定されていたとしても、外部画像を記録することができないことがある。
【０００９】
　なお、特許文献１においては、親画面のみを記録するモード、子画面のみを記録するモ
ード、親画面と子画面の画像をセットで記録するモードのいずれかで画像データを記録可
能にした装置が開示されている。例えば、特許文献１の装置において、親画面に内視鏡画
像を割当て、子画面に超音波画像を割当てて、子画面のみを記録するモードを選択すると
によって、超音波画像のみを記録することも可能である。
【００１０】
　しかしながら、特許文献１の装置においては、内視鏡に設けたスコープスイッチに各記
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録モードを割り付け、スコープスイッチによって各モードを選択するようになっている。
即ち、特許文献１の装置では、親画面及び子画面に画像を割当て、更に割当てた画像に対
応するモードをスコープスイッチによって選択しなければ必要な画像の記録を行うことが
できない。一般的には内視鏡画像を記録することが多いにも拘わらず、親子画面の設定に
よっては内視鏡画像を記録するためにスコープスイッチを操作する必要があり、記録のた
めの操作が煩雑となる虞がある。
【００１１】
　また、特許文献１の装置においても従来の他の内視鏡装置と同様に、内視鏡が接続され
ていない場合等においては、外部画像を記録することができなかった。
【００１２】
　本発明は、内視鏡画像及び外部画像の静止画の両方又はいずれか一方を簡単に記録する
ことができる内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明に係る内視鏡装置は、被検体を観察する内視鏡が接続可能な内視鏡装置であって
、前記内視鏡から得られる内視鏡画像及び前記内視鏡とは異なる外部機器から入力される
外部画像をそれぞれ単独で又は合成して表示する複数の表示モードでの表示を可能にする
表示制御部と、前記内視鏡画像に基づく記録用の第１の静止画及び前記外部画像に基づく
記録用の第２の静止画を生成可能な記録画像生成部と、前記表示モードに対応して前記第
１及び第２の静止画の少なくとも一方を記録する第１の記録モードと、前記表示モードに
無関係に前記第２の静止画のみを記録する第２の記録モードとを設定可能な制御部と、を
具備する。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、内視鏡画像及び外部画像の静止画の両方又はいずれか一方を簡単に記
録することができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置を示すブロック図。
【図２】図１の内視鏡装置の外観の概略を示す説明図。
【図３Ａ】制御部４１による外部画像の記録制御を説明するための説明図。
【図３Ｂ】外部画像記録ボタン及び外部画像記録キーの操作に基づく記録制御を説明する
ための説明図。
【図４】第１の実施の形態の動作を説明するためのフローチャート。
【図５】画面表示を説明するための説明図。
【図６】本発明の第２の実施の形態において採用される記録制御を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１７】
（第１の実施の形態）
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡装置を示すブロック図である。また、図
２は図１の内視鏡装置の外観の概略を示す説明図である。本実施の形態においては、表示
モードに対応して内視鏡画像及び外部画像の静止画を記録可能であると共に、設定に拘わ
らず簡単な操作で表示モードに無関係に外部画像のみの静止画を記録可能にするものであ
る。これにより、内視鏡が接続されていない場合等においても外部画像の静止画を記録可
能である。
【００１８】
　図２に示すように、内視鏡装置１は、挿入部２１を有して被検体としての生体の内部を
観察するための内視鏡２０と、内視鏡２０が着脱自在に接続され、内視鏡２０によって得
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られた撮像信号に対する信号処理を行うビデオプロセッサ４０とを備えている。ビデオプ
ロセッサ４０により生成された内視鏡画像の映像信号は観察モニタ６０に供給されるよう
になっている。モニタ６０としては通常のカラーモニタを採用することができる。
【００１９】
　図１において、内視鏡２０は、体腔内に挿入される細長の挿入部２１を備える。挿入部
２１の後端には操作部２５が設けられており、操作部２５にはコネクタ２７が設けられて
いる。このコネクタ２７とビデオプロセッサ４０に設けられたコネクタ４２とによって、
内視鏡２０とビデオプロセッサ４０とは電気的に接続される。なお、図１では、内視鏡２
０とビデオプロセッサ４０相互間の信号伝送を有線伝送する例を示したが、無線伝送する
ものであってもよい。
【００２０】
　内視鏡２０の挿入部２１及び操作部２５には、光源装置３０からの照明光を伝送するラ
イトガイド２２が挿通されている。光源装置３０はランプ３１及び集光レンズ３２を有し
ており、ランプ３１からの照明光をレンズ３２によってライトガイド２２の入射端に導く
ようになっている。光源装置３０には操作パネル３３が設けられている。ユーザは、操作
パネル３３に対する操作によって光源装置３０の設定を行うことができるようになってい
る。なお、図１ではビデオプロセッサ４０と光源装置３０とは別体で構成されている例を
示したが、ビデオプロセッサと光源装置とが一体的に構成されるものであってもよい。
　また、光源装置３０としては、ランプ３１に代えてＬＥＤやレーザーダイオードなどの
半導体発光素子を採用してもよい。半導体発光素子を用いる場合には、白色光を出射する
タイプの半導体発光素子を用いるものであっても、例えばＲＧＢ色成分毎に異なる半導体
発光素子から出射された光を合波して白色光を得るものであってもよい。また、内視鏡２
０の挿入部２１の先端に半導体光源が設けられるものであってもよい。
【００２１】
　内視鏡２０は、光源装置３０からの照明光をライトガイド２２により伝送し、挿入部２
１の先端部から被写体に向けて照明光を出射する。挿入部２１の先端部には、撮像部２３
が設けられている。撮像部２３は、患部等の被写体からの反射光を取り込む図示しない光
学系及び光学系を介して入射した被写体光学像を光電変換して撮像信号を得る図示しない
撮像素子を有している。撮像部２３は被写体を撮像して、内視鏡画像の撮像信号を取得す
る。撮像部２３からの撮像信号は信号線２４及びコネクタ２７，４２を介してビデオプロ
セッサ４０に伝送されるようになっている。
　なお、挿入部２１としては、消化器観察等に用いられる軟性タイプであってもよく、ま
た、外科手術等に用いられる硬性タイプであってもよい。また、撮像部２３としては、挿
入部２１の先端に設けられるものに限らず、操作部（把持部）２５内に撮像素子が設けら
れ、挿入部先端から撮像素子までイメージガイドファイバによって光学像を伝送するもの
であってもよい。また、撮像部２３としては、体腔内に挿入される光学式内視鏡（ファイ
バースコープや外科手術用の光学視管）の接眼部に装着されるカメラヘッドを採用しても
よい。
【００２２】
　ビデオプロセッサ４０は、各部の制御を行う制御部４１を有している。制御部４１は、
図示しないＣＰＵ等のプロセッサによって構成されて、記憶部５２に格納されたプログラ
ムに従って動作して各部を制御するものであってもよい。映像処理回路４３には、内視鏡
２０からの撮像信号が入力される。映像処理回路４３は、制御部４１に制御されて、入力
された撮像信号に対して増幅処理等の所定のアナログ信号処理を施してＡ／Ｄ変換回路４
４に出力する。Ａ／Ｄ変換回路４４は、映像処理回路４３の出力をデジタル信号に変換し
た後、ホワイトバランス（ＷＢ）回路４５に出力する。ＷＢ回路４５は、制御部４１に制
御されて、入力されたアナログ撮像信号に対してホワイトバランス調整処理を行った後、
画像処理回路４６に出力する。画像処理回路４６は、制御部４１に制御されて、ＷＢ回路
４５の出力に対して所定の画像信号処理を施して、観察モニタ６０に表示可能な映像信号
に変換した後映像信号切換回路４７に出力するようになっている。
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【００２３】
　ビデオプロセッサ４０は、映像入力端子であるコネクタ５３を有している。コネクタ５
３には、外部機器７０が接続される。外部機器７０としては、医療画像を供給する種々の
装置を採用することができる。例えば、外部機器７０としては、ビデオレコーダやＤＶＤ
プレーヤ等を採用してもよく、また、ファイルサーバによって構成してもよく、図示しな
いネットワークから映像信号を伝送するルータ等によって構成してもよい。外部機器７０
は医療画像を外部画像として出力する。外部機器７０からの外部画像はコネクタ５３を介
してビデオプロセッサ４０の映像処理回路５０に供給される。映像処理回路５０は、制御
部４１に制御されて、入力された外部画像に対して所定の画像信号処理を施して、観察モ
ニタ６０に表示可能な映像信号に変換した後映像信号切換回路４７に出力するようになっ
ている。
【００２４】
　表示コントローラ４９は、制御部４１に制御されて、表示に関する各種処理を実行する
。例えば、表示コントローラ４９は、制御部４１によって指定された表示モードで観察モ
ニタ６０に表示を行うように、映像信号切換回路４７を制御する。映像信号切換回路４７
は、表示コントローラ４９に制御されて、入力された内視鏡画像及び外部画像を、指定さ
れた表示モードで表示するように映像信号の切換えを行う。これにより、映像信号切換回
路４７は、内視鏡画像及び外部画像をそれぞれ単独で表示するための映像信号を出力する
ことができると共に、内視鏡画像及び外部画像をＰＩＰ方式又はＰＯＰ方式で合成した合
成画像を表示するための映像信号を出力することができる。
【００２５】
　映像信号切換回路４７からの映像信号はＤ／Ａ変換回路４８に与えられる。Ｄ／Ａ変換
回路４８は入力されたデジタル映像信号をアナログ映像信号に変換して観察モニタ６０に
出力する。観察モニタ６０は、Ｄ／Ａ変換回路４８から与えられた映像信号に応じた画像
を表示するようになっている。
【００２６】
　また、本実施の形態においては、画像処理回路４６からの内視鏡画像及び映像処理回路
５０からの外部画像はエンコード回路５１にも供給されるようになっている。記録画像生
成部としてのエンコード回路５１は、制御部４１に制御されて、入力された画像を所定の
画像形式の映像信号にエンコード処理する。例えば、エンコード回路５１は、入力された
画像をＭＰＥＧ２形式やＭＰＥＧ－４ＡＶＣ／Ｈ．２６４形式及びＪＰＥＧ等の映像信号
に変換可能である。これにより、エンコード回路５１は、内視鏡画像及び外部画像の記録
用の静止画を生成することができる。
【００２７】
　制御部４１は、エンコード回路５１によってエンコード処理された画像（エンコード後
の映像信号）を記録部６５に与えて記録させることができる。また、ビデオプロセッサ４
０には映像出力端子であるコネクタ５４が設けられている。コネクタ５４には記録機器８
０の入力端子や外部機器７０の入力端子が接続される。制御部４１は、コネクタ５４を介
して、記録機器８０及び外部機器７０にエンコード後の画像を与えて記録させることもで
きるようになっている。
【００２８】
　また、ビデオプロセッサ４０は、内視鏡画像及び外部画像の静止画を、記録部６５及び
記録機器８０に与えることもできるようになっている。記録部６５としては、例えばＩＣ
メモリ等の各種記録媒体を採用することができる。また、記録機器８０としては、例えば
、ハードディスク、ＤＶＤ等の大容量の記録媒体や、ネットワーク上のファイルサーバ等
の各種ストレージを採用することができる。
【００２９】
　内視鏡２０には、表示モードに応じて内視鏡画像及び外部画像を記録する操作を行うた
めのレリーズボタンを含む記録操作部２５ａが設けられている。記録操作部２５ａは、レ
リーズボタンだけでなく外部画像記録ボタンが設けられていてもよい。記録操作部２５ａ
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は、レリーズボタンの操作に応じた操作信号を発生する。また、記録操作部２５ａに外部
画像記録ボタンが設けられている場合には、記録操作部２５ａは、外部画像記録ボタンの
操作に応じた操作信号も発生する。これらの操作信号は、信号線２６及びコネクタ２７，
４２を介してビデオプロセッサ４０の制御部４１に供給されるようになっている。
【００３０】
　なお、内視鏡２０の記録操作部２５ａは、術者が術中において比較的容易に操作可能な
操作部である。記録操作部２５ａを内視鏡２０の操作部２５に設けた例を示したが、術者
が術中において容易に操作できるものであれば、例えは図示しない内視鏡に設けられたボ
タンや各種スコープスイッチ、或いは、図示しないフットスイッチ等を採用してもよい。
【００３１】
　本実施の形態においては、内視鏡画像及び外部画像の記録の制御のために、内視鏡２０
の記録操作部２５ａだけでなく、キーボード６６も設けられている。入力部としてのキー
ボード６６は、ビデオプロセッサ４０の処理に対する指示操作、患者情報の入力操作等を
行うことができると共に、内視鏡画像及び外部画像の記録の制御のための図示しない外部
画像記録キーも設けられるようになっている。キーボード６６は、外部画像記録キーだけ
でなくレリーズキーが設けられていてもよい。キーボード６６は、外部画像記録キーのキ
ー操作に応じた操作信号を発生する。また、キーボード６６にレリーズキーが設けられて
いる場合には、キーボード６６は、レリーズキーの操作に応じた操作信号も発生する。こ
れらの操作信号は、ビデオプロセッサ４０の制御部４１に供給されるようになっている。
制御部４１は、レリーズボタン及びレリーズキーの操作を相互に同一の操作であるものと
判定すると共に、外部画像記録ボタン及び外部画像記録キーの操作を相互に同一の操作で
あるものと判定して制御を行うようになっている。
【００３２】
　なお、ビデオプロセッサ４０には、操作パネル５５が設けられている。操作パネル５５
は、キーボード６６と同様に、ユーザ操作に基づいてビデオプロセッサ４０を設定するこ
とができるようになっている。また、操作パネル５５やキーボード６６に限らず、赤外線
リモコンやタッチパネル等によって、ビデオプロセッサ４０に対する設定を行うようにし
てもよい。
【００３３】
　制御部４１は、従来と同様に、ユーザ操作に基づいて、外部機器７０からの外部画像の
記録の可否を設定することができるようになっている。制御部４１は、ユーザ操作に基づ
いて設定された外部画像の記録の可否の設定情報（以下、外部画像記録可否設定情報とい
う）を記憶部５２に与えて記憶させることができる。また、制御部４１は、ユーザ操作に
基づいて、内視鏡画像と外部画像とを合成表示するか否かの設定及び合成表示する場合の
合成の方式の設定を行うことができる。制御部４１は、この設定の情報（以下、合成設定
情報という）を記憶部５２に与えて記憶させることができる。制御部４１は、記録操作部
２５ａのレリーズボタンの操作又はキーボード６６のレリーズキーの操作があった場合に
は、記憶部５２に記憶されている外部画像記録可否設定情報及び合成設定情報に基づいて
、記録を制御する。
【００３４】
（記録制御）
　図３Ａは制御部４１による外部画像の記録制御を説明するための説明図である。図３Ａ
の斜線ハッチングは記録が行われることを示し、塗り潰しは記録が行われないことを示し
ている。
【００３５】
（レリーズボタン制御）
　制御部４１は、外部画像記録可否設定情報によって外部画像の記録の無効が指定されて
いる場合には、記録操作部２５ａのレリーズボタンの操作があったときには、内視鏡画像
のみを記録するように制御する。なお、外部画像記録可否設定情報によって外部画像の記
録の無効が指定されている場合には、合成設定情報によって内視鏡画像と外部画像との合
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成が行われていることが示されている場合でも、内視鏡画像のみが記録される。なお、制
御部４１は、これらの場合において内視鏡２０がビデオプロセッサ４０に接続されていな
い場合には、キーボード６６のレリーズキーの操作があった場合でも、記録処理を行わな
い。
【００３６】
　次に、外部画像記録可否設定情報によって外部画像の記録の有効が指定されているもの
とする。この場合には外部画像の記録が可能である。例えば、合成設定情報によって内視
鏡画像と外部画像との合成が行われていることが示されている場合には、制御部４１は、
記録操作部２５ａのレリーズボタンの操作によって、内視鏡画像を記録すると共に、外部
画像を記録するように制御する。なお、内視鏡２０がビデオプロセッサ４０に接続されて
いない場合には、キーボード６６のレリーズキーの操作があったときには、内視鏡画像に
対する記録処理は行われないが、外部画像に対する記録処理は行われる。
【００３７】
　即ち、この場合には、表示モードに応じて表示されている画像に対応した静止画記録さ
れることになる。
【００３８】
（外部画像記録ボタン制御）
　本実施の形態においては、制御部４１は、レリーズボタン又はレリーズキーの操作に優
先させて、外部画像記録ボタン及び外部画像記録キーの操作に基づく記録制御を行うよう
になっている。
【００３９】
　図３Ｂは外部画像記録ボタン及び外部画像記録キーの操作に基づく記録制御を説明する
ための説明図である。図３Ｂの斜線ハッチングは記録が行われることを示している。制御
部４１は、記憶部５２に記憶されている合成設定情報及び外部画像記録可否設定情報に拘
わらず、また、内視鏡２０がビデオプロセッサ４０に接続されているか否かに拘わらず、
外部画像記録ボタン及び外部画像記録キーの操作が行われると、外部画像記録操作があっ
たものと判定して、外部画像を記録するように制御するようになっている。
【００４０】
　例えば、合成設定情報によって内視鏡画像と外部画像との合成が行われて合成画像が表
示されている場合であっても、外部画像記録ボタン又は外部画像記録キーが操作されると
、制御部４１は、強制的に外部画像のみを記録するように制御するようになっている。
【００４１】
　即ち、この場合には、表示モードとは無関係に記録が行われる。
【００４２】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について図４及び図５を参照して説明す
る。図４は第１の実施の形態の動作を説明するためのフローチャートである。図５は画面
表示を説明するための説明図である。
【００４３】
　操作者は、先ず、キーボード６６等により記録のための設定を行う。制御部４１は、従
来と同様に、記録設定によって、外部機器７０からの外部画像の記録の可否を設定するこ
とができる。制御部４１は、ユーザ操作に基づいて設定した外部画像記録可否設定情報を
記憶部５２に記憶させる。
【００４４】
　いま、図１のように内視鏡２０をビデオプロセッサ４０に接続して、内視鏡２０による
被写体の観察を開始するものとする。内視鏡２０の撮像部２３からの撮像信号はコネクタ
２７，４２を介してビデオプロセッサ４０の映像処理回路４３に供給される。入力された
撮像信号は、映像処理回路４３において増幅処理等の所定のアナログ信号処理が施された
後、Ａ／Ｄ変換回路４４によってデジタル信号に変換されて、ＷＢ回路４５に供給される
。撮像信号は、ＷＢ回路４５によってホワイトバランスが調整された後、画像処理回路４
６に与えられて所定の画像信号処理が施される。画像処理回路４６によって観察モニタ６
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０によって表示可能な内視鏡画像が出力される。この内視鏡画像は映像信号切換回路４７
及びＤ／Ａ変換回路４８を介して観察モニタ６０に供給されて表示される。
【００４５】
　ここで例えば、記憶部５２に記憶されている外部画像記録可否設定情報によって外部画
像記録可が設定されているものとする。
【００４６】
（外部画像記録可設定）
　図５の表示例９１は、内視鏡画像のみを単独で表示する表示モードにおける観察モニタ
６０の表示画面６１上の表示を示している。表示画面６１上の内視鏡画像表示領域には撮
像部２３によって撮像された内視鏡画像６２が表示されている。また、表示画面６１の一
部の表示領域には患者情報表示６３が表示されている。
【００４７】
　ここで、術者が例えば内視鏡２０の記録操作部２５ａのレリーズボタンを操作するもの
とする。制御部４１は、図４のステップＳ１において外部画像記録操作の有無を判定して
おり、外部画像記録操作がない場合には、処理をステップＳ２に移行してレリーズ操作の
有無を判定する。レリーズボタンの操作があると、制御部４１はステップＳ３において合
成画像の設定が行われているか否かを判定する。この時点では合成画像の設定は行われて
いないので、制御部４１は処理をステップＳ４に移行して内視鏡画像のファイル化を指示
する。即ち、制御部４１は、エンコード回路５１を制御して、画像処理回路４６の出力を
所定の形式でエンコードさせる。制御部４１は、エンコード処理後の内視鏡画像（静止画
）を記録部６５に与えて記録させる（ステップＳ５）。更に、制御部４１は、エンコード
処理後の内視鏡画像（静止画）を、コネクタ５４を介して記録機器８０及び外部機器７０
等に出力する。こうして、外部機器７０及び記録機器８０において内視鏡画像の記録が行
われる。
【００４８】
　次に、術者が内視鏡画像と外部画像との合成表示のための操作を行うものとする。術者
が指定した合成方式は合成設定情報として記憶部５２に記憶される。なお、制御部４１は
内視鏡２０による観察途中であっても、合成方式の設定変更操作を受け付けることができ
る。
【００４９】
　外部機器７０からの外部画像はコネクタ５３を介して映像処理回路５０に入力されてお
り、外部画像は、映像処理回路５０において所定の画像信号処理が施される。映像処理回
路５０によって観察モニタ６０において表示可能な外部画像が出力される。この外部画像
は映像信号切換回路４７に供給される。制御部４１は、記憶部５２に記憶されている合成
設定情報を読み出して表示コントローラ４９を制御する。
【００５０】
　いま、例えば、術者の操作に基づく合成設定情報によって、内視鏡画像を親画像とし外
部画像を子画像とするＰＩＰ方式の合成表示が指定されているものとする。この場合には
、表示コントローラ４９は、画像処理回路４６からの内視鏡画像を親画像表示領域に表示
させると共に、映像処理回路５０からの外部画像を子画像表示領域に表示させるように、
映像信号切換回路４７を制御する。こうして、図５の表示例９２に示すように、観察モニ
タ６０の表示画面６１には、親画像表示領域に内視鏡画像の親画像６２ｐが表示されると
共に、子画像表示領域に外部画像の子画像６４ｃが表示される。
【００５１】
　また、逆に、術者の操作によって、内視鏡画像を子画像とし外部画像を親画像とするＰ
ＩＰ方式の合成表示が指定されるものとする。この場合には、表示コントローラ４９は、
画像処理回路４６からの内視鏡画像を子画像表示領域に表示させると共に、映像処理回路
５０からの外部画像を親画像表示領域に表示させるように、映像信号切換回路４７を制御
する。こうして、図５の表示例９３に示すように、観察モニタ６０の表示画面６１には、
親画像表示領域に外部画像の親画像６４ｐが表示されると共に、子画像表示領域に内視鏡
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画像の子画像６２ｃが表示される。なお、制御部４１は、術者が表示モードを切り替える
ためのボタンを操作することで、図５の矢印に示すように、表示モードを循環的に変更す
るようになっていてもよい。
【００５２】
　ＰＩＰ方式の表示状態で、術者が例えば内視鏡２０の記録操作部２５ａのレリーズボタ
ンを操作するものとする。この場合には、制御部４１は、図４のステップＳ３からステッ
プＳ１１に処理を移行する。ステップＳ１１では内視鏡画像のファイル化が行われ、ステ
ップＳ１２において内視鏡画像は記録部６５において記録される。また、制御部４１は、
ステップＳ１３において外部画像をファイル化する。即ち、制御部４１は、エンコード回
路５１を制御して、映像処理回路５０の出力を所定の形式でエンコードさせる。制御部４
１は、エンコード処理後の外部画像（静止画）を記録部６５に与えて記録させる（ステッ
プＳ１４）。更に、制御部４１は、エンコード処理後の内視鏡画像（静止画）及び外部画
像（静止画）を、コネクタ５４を介して記録機器８０及び外部機器７０等に出力する。こ
うして、外部機器７０及び記録機器８０において内視鏡画像及び外部画像の記録が行われ
る。
【００５３】
　なお、術者によって、ＰＯＰ方式の合成表示が指定されている場合には、図５の表示例
９５，９６に示す表示が行われる。表示例９５は、表示画面６１の左側に外部画像に基づ
く画像６４ｌが表示され、表示画面６１の右側に内視鏡画像に基づく画像６２ｒが表示さ
れていることを示している。また、表示例９６は、表示画面６１の左側に内視鏡画像に基
づく画像６２ｌが表示され、表示画面６１の右側に外部画像に基づく画像６４ｒが表示さ
れていることを示している。
【００５４】
　ＰＯＰ方式の表示状態で、術者が例えば内視鏡２０の記録操作部２５ａのレリーズボタ
ンを操作した場合においても、ステップＳ１１～Ｓ１５の処理によって、内視鏡画像及び
外部画像が記録部６５において記録されると共に、コネクタ５４を介して記録機器８０及
び外部機器７０に出力されて記録される。
【００５５】
　次に、術者の操作によって、内視鏡画像を表示させずに、外部画像を単独で表示させる
表示モードが指定されるものとする。この場合には、表示コントローラ４９は、制御部４
１に制御されて、映像処理回路５０からの外部画像を表示画面６１の全域に表示させるよ
うに、映像信号切換回路４７を制御する。こうして、図５の表示例９４，９７に示すよう
に、観察モニタ６０の表示画面６１には、全域に外部画像６４が表示される。
【００５６】
　外部画像の単独表示状態で、術者が例えば内視鏡２０の記録操作部２５ａのレリーズボ
タンを操作した場合においては、外部画像のみが記録部６５において記録されると共に、
コネクタ５４を介して記録機器８０及び外部機器７０に出力されて記録される。なお、内
視鏡２０がビデオプロセッサ４０に接続されていない場合においても、図５の表示例９４
，９７に示す外部画像単独での表示は可能であり、また、外部画像の記録部６５への記録
及びコネクタ５４への出力は可能である。
【００５７】
（外部画像記録不可設定）
（レリーズボタン操作）
　次に、術者の操作に基づいて、外部画像記録不可を示す外部画像記録可否設定情報が記
憶部５２に記憶されているものとする。この場合において、術者が例えば内視鏡２０の記
録操作部２５ａのレリーズボタンを操作するものとする。この場合には、制御部４１の制
御に従って、内視鏡画像が表示されている図５の表示例９１～９３，９５，９６のモード
において、内視鏡画像のみが記録部６５において記録されると共に、コネクタ５４に出力
されて記録機器８０及び外部機器７０に記録される。
【００５８】



(11) JP 2017-6260 A 2017.1.12

10

20

30

40

50

（外部画像記録ボタン操作）
　次に、外部画像記録不可を示す外部画像記録可否設定情報が記憶部５２に記憶されてい
る場合において、術者が例えば内視鏡２０の記録操作部２５ａの外部画像記録ボタンを操
作するものとする。この場合には、制御部４１は、図４のステップＳ１から処理をステッ
プＳ２１に移行する。制御部４１は、ステップＳ２１において外部画像をファイル化する
。即ち、制御部４１は、エンコード回路５１を制御して、映像処理回路５０の出力を所定
の形式でエンコードさせる。次に、制御部４１は、エンコード処理後の外部画像（静止画
）を記録部６５に与えて記録させる（ステップＳ２２）。更に、制御部４１は、ステップ
Ｓ２３において、エンコード処理後の外部画像（静止画）を、コネクタ５４を介して記録
機器８０及び外部機器７０等に出力する。こうして、記録部６５、外部機器７０及び記録
機器８０において外部画像の記録が行われる。
【００５９】
　このように、外部画像録不可設定が行われている場合であっても、術者が記録操作部２
５ａの外部画像記録ボタンを操作することによって、外部画像を記録することが可能であ
る。例えば、図５の表示例９４，９７のモード時に外部画像のみが記録されるだけでなく
、表示例９２，９３，９５，９６のモード時であっても、内視鏡画像が記録されることな
く外部画像のみが記録される。なお、表示例９１のように内視鏡画像のみが表示されてい
る場合であっても、外部機器７０からの外部画像が取り込まれている場合には、外部画像
記録ボタン（又はキー）の操作によって、外部画像のみの記録が可能である。このように
、図５の表示例９１～９７の表示モード時に、外部画像のみの記録が可能である。なお、
キーボード６６の外部画像記録キーの操作によっても、ステップＳ２１～Ｓ２３において
、外部画像の記録が行われる。もちろん、内視鏡２０がビデオプロセッサ４０に接続され
ていない場合、例えば、図５の表示例９４，９７に示す外部画像単独での表示モードにお
いても、外部画像記録キーその操作によって、外部画像の記録部６５への記録及びコネク
タ５４への出力が可能である。
【００６０】
　このように本実施の形態においては、外部画像の記録の可否を外部画像記録可否設定情
報によって事前に設定した場合でも、この設定情報に優先して外部画像の記録処理を行う
ための操作を受け付けることを可能にすることができる。これにより、観察途中であって
も簡単に外部機器の静止画を記録することが可能である。また、内視鏡が未接続の状態で
あっても、外部画像を簡単に記録することが可能であり、内視鏡画像及び外部画像の静止
画の両方又はいずれか一方を簡単に記録することができる。また、外部画像記録ボタンを
操作することで、内視鏡画像を記録することなく外部画像のみを記録することができ、例
えば、内視鏡画像と外部画像とを合成して表示するモード時であっても、外部画像のみを
記録することが可能である。
【００６１】
（変形例）
　上記実施の形態においては、外部画像記録ボタン又は外部画像記録キーの操作の判定結
果を優先的に用いることで、外部画像の記録を制御した。しかし、内視鏡２０がビデオプ
ロセッサ４０に接続されていない場合には外部画像記録ボタンを操作することはできない
。そこで、制御部４１は、内視鏡２０がビデオプロセッサ４０に未接続である場合には、
キーボード６６のレリーズキー又は外部画像記録キーのいずれを操作したときでも、外部
画像記録可否設定情報に拘わらず外部画像を記録するように制御するようにしてもよい。
【００６２】
（第２の実施の形態）
　図６は本発明の第２の実施の形態において採用される記録制御を示すフローチャートで
ある。図６において図４と同一の手順には同一符号を付して説明を省略する。本実施の形
態におけるハードウェア構成は図１と同様である。なお、本実施の形態においては、内視
鏡２０の記録操作部２５ａには外部画像記録ボタンは設けられておらず、レリーズボタン
のみが配置されている。また、キーボード６６には外部画像記録キーは設けられておらず
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【００６３】
　図６のフローはステップＳ１に代えてステップＳ３１を採用した点が図４のフローと異
なる。ステップＳ３１においては、接続検知部としての制御部４１は内視鏡２０がビデオ
プロセッサ４０に接続されているか否かを判定する。内視鏡２０がビデオプロセッサ４０
に接続されている場合には、制御部４１は、処理をステップＳ２に移行し、内視鏡２０が
ビデオプロセッサ４０に接続されていない場合には、制御部４１は、処理をステップＳ２
１に移行する。
【００６４】
　本実施の形態においては、制御部４１は、内視鏡２０がビデオプロセッサ４０に未接続
の状態で、キーボード６６のレリーズキーが操作された場合には、第１の実施の形態にお
ける外部画像記録ボタン又は外部画像記録キーの操作が行われた場合と同様の記録制御を
行うようになっている。
【００６５】
　このように構成された実施の形態においては、制御部４１は、内視鏡２０がビデオプロ
セッサ４０に未接続の状態であり且つキーボード６６のレリーズキーが操作された場合に
は、外部画像記録可否設定情報に拘わらず、外部画像を記録するように制御する。これに
より、例えば図５の表示例９４，９７の状態でレリーズキーが操作されると、外部画像が
記録部６５において記録されると共にコネクタ５４を介して記録機器８０及び外部機器７
０に出力されて記録される。
【００６６】
　なお、本実施の形態においても、内視鏡２０又はキーボード６６に外部画像記録用のボ
タン又はキーを設けることで、内視鏡２０がビデオプロセッサ４０に接続されている状態
において、制御部４１が、第１の実施の形態と同様に、外部画像記録ボタン（又はキー）
の操作に応じて、外部画像記録可否設定情報に拘わらず外部画像を記録するように制御す
ることも可能である。即ち、この場合には、外部画像記録可否設定情報に拘わらず、図５
の表示例９４～９４，９５～９７のモード時に、外部画像の記録が可能である。
【００６７】
　このように本実施の形態においては、内視鏡がビデオプロセッサに接続されていないこ
とを制御部において検出することで、外部画像記録キーを設けない場合でも、術者の操作
に基づいて外部画像の記録が可能である。
【００６８】
　なお、本発明は、上記各実施形態にそのまま限定されるものではなく、実施段階ではそ
の要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記各実施形態に開
示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例え
ば、実施形態に示される全構成要素の幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、異な
る実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【符号の説明】
【００６９】
　　１…内視鏡装置、２０…内視鏡、２３…撮像部、２５ａ…記録操作部、２７，４２，
５３，５４…コネクタ、３０…光源装置、４０…ビデオプロセッサ、４１…制御部、４６
…画像処理回路、４７…映像信号切換回路、４９…表示コントローラ、５０…映像処理回
路、５１…エンコード回路、６０…観察モニタ、６５…記録部、６６…キーボード、７０
…外部機器、８０…記録機器。
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